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一 般 目 標 
「心理学」という学問の概要および「心理学」の各分野についての理解を深める。また、獲得した

知識を社会や日常生活にあてはめて考えることで思考力・応用力を身につける。 

到 達 目 標 

（１）心理学がどのような学問なのかを理解している。 

（２）心理学の各分野の内容を理解している。 

（３）授業で学んだ内容を社会や日常生活にあてはめて考えることができる。 

授 業 の 概 要 

心理学が対象とする領域は広く、日常生活における様々な場面に心理学が関わっていると考えられ

る。本授業では、その心理学とはどのような学問なのか、どういった領域を扱うのかについて学ぶ。

また、各領域を学ぶ中で得られた知識を社会や日常生活にあてはめて考えてみる。 

ディプロマ・ポ

リシーとの関係 

本講義は、教育学部のディプロマ・ポリシーに掲げる｢１.社会・教育等に関連する国内外の様々な

問題について、現状・課題を認識し、その解決策を考察できる能力を身につけている。｣を育成する

科目として配置している。 

履 修 条 件 ・ 

注 意 事 項 
特になし 

授 業 計 画 

第１回：心理学とは何か 

  心理学とはどのような学問であるのか、また日常とどのような関係があるのかについて学ぶ。 

第２回：心理学の研究方法・倫理的配慮 

  心理学の研究方法、研究をする際の倫理的配慮について学ぶ。 

第３回：感情 

  感情の構造やメカニズム、機能について学ぶ。 

第４回：記憶  

記憶の内容や記憶のメカニズムについて学ぶ。   

第５回：発達  

  発達の内容や発達のメカニズムについて学ぶ。 

第６回：学習  

  学習のメカニズムについて学ぶ。 

第７回：動機づけ 

  動機づけのメカニズムについて学ぶ。 

第８回：他者評価・外界の認識① 

    他者や外界の認識について学ぶ。 

第９回：他者評価・外界の認識② 

    他者や外界の認識について学ぶ。 

第１０回：自己評価①  

  自己評価の仕組みについて学ぶ。 

第１１回：自己評価② 

  自己評価の仕組みについて学ぶ。 

第１２回：援助行動 

   援助行動のメカニズムについて学ぶ。 



第１３回：公正 

   公正の在り方、公正に関する心の働きについて学ぶ。 

第１４回：パーソナリティ 

  人の個人差について考える。  

第１５回：まとめ 

 １４回目までの授業内容をまとめるとともに、授業内容が日常生活にどのように活かされるのか

について考える。 

定期試験 

学生に対する 

評 価 

授業外学習として提示される課題と学期末試験の結果により総合評価を行う。評価の割合は授業外

学習の課題が20％、定期試験の成績が80％とする。 

時間外の学習 

に つ い て 

事前・事後学習として週4時間以上行うこと。 

授業内で提示される授業外学習に取り組むこと。 

テ キ ス ト 授業内で資料を配布する。  

参 考 書 ・ 

参 考 資 料 等 
授業内で適宜提示する。 

担当者からの 

メ ッ セ ー ジ 
本授業では「考えること」を大切にして欲しいと思います。 

オフィスアワー 質問等は毎回の講義の後に受け付ける。 

 


